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大
学

カリ
キ

ュラ
ム

に
連

続
講

座
を

開
設

（
北

陸
地

方
整

備
局

）
富
山
県
立
大
学

対
象

１
年

生
２

＋
４

年
生

学
期

前
期

前
期

概
要

（
予

定
）

◆
座

学
+

現
場

見
学

◆
座

学
+

現
場

見
学

建
設

系
高

校
に

お
け

る
講

座
の

開
設

等
（

北
陸

地
方

整
備

局
・富

山
県

・富
山

県
建

設
業

協
会

等
）

富
山
工
業
高
校

桜
井
高
校

対
象

３
年

生
１

年
生

２
年

生
３

年
生

１
年

生
２

年
生

学
期

２
学

期
２

学
期

２
学

期
１

学
期

２
学

期
２

～
3学

期

概
要

（
予

定
）

現
場

見
学

（
建

設
業

協
会

）
現

場
見

学
（

埋
立

浚
渫

協
会

）
講

座
（

建
設

業
の

魅
力

と役
割

）

現
場

見
学

（
建

設
業

協
会

）
講

座
（

イン
フラ

の
歴

史
と役

割
）

現
場

見
学

（
建

設
業

協
会

）
現

場
見

学
（

宇
奈

月
ダム

）
現

場
見

学
（

海
岸

or
河

川
工

事
）

講
座

（
建

設
業

の
魅

力
と役

割
等

）

※
その

他
、関

係
機

関
個

別
に

現
場

見
学

等
を実

施
予

定
。

平
成

３
１

年
度

の
活

動
予

定
（

富
山

県
部

会
）

高
岡
工
芸
高
校

南
砺
福
野
高
校

対
象

３
年

生
２

年
生

２
年

生
1年

生
１

・２
年

生
１

・３
年

生
１

年
生

学
期

１
学

期
１

学
期

２
学

期
2学

期
１

学
期

2学
期

２
学

期

概
要

（
予

定
）

現
場

見
学

現
場

見
学

（
建

設
業

協
会

）
現

場
見

学
（

建
設

業
協

会
）

講
座

（
建

設
業

の
魅

力
と役

割
）

講
座

（
建

設
業

の
魅

力
と役

割
）

現
場

見
学

（
利

賀
ダム

）
現

場
見

学
（

建
設

業
協

会
）

講
座

（
建

設
業

の
魅

力
と役

割
）

富
山

県
立

大
学

１
年

生
に

よ
る

連
続

講
座

の
様

子
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キ
ャン

プ
砂

防
（

北
陸

地
方

整
備

局
）

○
目

的
：

中
山

間
地

域
の

現
状

を実
際

に
体

験
で

きる
場

を全
国

の
学

生
に

提
供

し、
地

域
の

抱
え

る問
題

点
、

活
性

化
の

支
援

の
あ

り方
、防

災
対

策
の

あ
り方

を学
び

、中
山

間
地

域
に

お
け

る砂
防

の
意

義
・役

割
を考

え
る。

○
対

象
学

生
：

砂
防

を
専

攻
す

る
大

学
生

、又
は

砂
防

に
関

心
を持

つ
大

学
院

・大
学

・高
専

の
学

生
○

実
習

時
期

：
概

ね
７

月
～

９
月

の
１

週
間

程
度

○
実

習
場

所
：

北
陸

地
方

整
備

局
管

内
砂

防
事

業
所

管
事

務
所

建
設

系
高

校
生

へ
の

イン
ター

ンシ
ップ

○
対

象
学

生
：

建
設

系
学

科
の

高
校

生
○

実
習

時
期

：
概

ね
７

月
～

10
月

○
実

習
場

所
：

県
内

の
企

業
、官

公
庁

○
実

習
内

容
：

勤
労

観
・職

業
観

の
育

成
、就

業
体

験
○

実
施

機
関

：
建

設
コン

サ
ル

タン
ツ協

会
、測

量
設

計
業

協
会

、北
陸

地
方

整
備

局
※

従
来

の
業

団
体

との
連

携
に

加
え

、協
議

会
とし

て
連

携
を図

り、
イン

ター
ンシ

ップ
を

充
実

高
校

生
を

対
象

とし
た

SA
BO

体
験

楽
校

（
北

陸
地

方
整

備
局

）
県

内
の

高
校

生
を対

象
に

、砂
防

現
場

の
実

体
験

や
工

事
施

工
に

携
わ

る
人

々
との

交
流

を通
し、

学
校

の
授

業
で

は
得

難
い

砂
防

の
工

事
を実

際
に

体
験

。
○

対
象

学
生

：
富

山
県

内
の

高
校

生
10

名
○

実
習

時
期

：
夏

休
み

中
２

泊
３

日
○

実
習

場
所

：
北

陸
地

方
整

備
局

立
山

砂
防

事
務

所
管

内

建
設

系
学

生
・生

徒
へ

の
活

動
【イ

ンタ
ー

ンシ
ップ

の
充

実
】

平
成

３
１

年
度

の
活

動
予

定
（

富
山

県
部

会
）

Ｓ
Ａ

Ｂ
Ｏ

体
験

楽
校

山
腹

工
体

験
ドロ

ー
ン操

作
体

験

キ
ャン

プ
砂

防

コン
クリ

ー
ト打

設
体

験

県
内

建
設

系
大

学
に

対
す

る
フィ

ー
ル

ドワ
ー

ク等
へ

の
協

力
○

対
象

学
生

：
建

設
系

大
学

の
学

生
○

実
習

時
期

：
７

月
頃

（
第

2四
半

期
）

○
実

習
場

所
：

県
内

の
主

要
土

木
施

設
○

実
習

内
容

：
フィ

ー
ル

ドワ
ー

クへ
の

協
力

・支
援

（
土

木
設

計
に

関
す

る
講

義
・現

地
見

学
会

支
援

、建
設

コン
サ

ル
タン

トの
紹

介
な

ど）
○

実
施

機
関

：
建

設
コン

サ
ル

タン
ツ協

会
北

陸
支

部

フィ
ー

ル
ドワ

ー
ク実

施
状

況

講
義

&意
見

交
換

会
現

場
見

学
会
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社
会

に
学

ぶ
14

歳
の

挑
戦

（
富

山
県

教
育

委
員

会
）

行
動

領
域

が
広

が
り活

動
が

活
発

に
な

る
中

学
２

年
生

が
、１

週
間

、学
校

外
で

職
場

体
験

活
動

や
福

祉
・ボ

ラン
テ

ィア
活

動
等

に
参

加
す

る
こと

に
より

、規
範

意
識

や
社

会
性

を高
め

、将
来

の
自

分
の

生
き方

を考
え

る
な

ど、
成

長
期

の
課

題
を乗

り越
え

る
た

くま
しい

力
を身

に
つ

け
る

こと
を目

指
す

。
○

時
期

：
地

域
や

学
校

の
実

情
等

を踏
まえ

て
設

定
○

期
間

：
１

週
間

（
実

際
の

活
動

は
土

日
を除

く５
日

間
）

○
対

象
：

県
内

全
公

立
中

学
校

で
実

施

立
山

カル
デ

ラ砂
防

体
験

学
習

会
（

富
山

県
立

山
カル

デ
ラ砂

防
博

物
館

）
立

山
カル

デ
ラを

実
際

に
訪

れ
、自

然
・歴

史
と砂

防
を自

分
の

目
で

確
か

め
る

。
○

日
時

：
7月

～
１

０
月

秋
○

参
加

資
格

：
小

学
３

年
生

以
上

（
小

学
生

は
保

護
者

同
伴

）
。

○
内

容
：

立
山

カル
デ

ラま
で

の
移

動
手

段
とし

て
、立

山
砂

防
事

務
所

の
砂

防
工

事
専

用
軌

道
の

トロ
ッコ

列
車

を利
用

す
る

コー
ス

。立
山

カル
デ

ラま
で

の
移

動
に

バ
ス

を利
用

す
る

コー
ス

。
本

宮
砂

防
え

ん
堤

、護
天

涯
の

碑
・噴

泉
、白

岩
砂

防
え

ん
堤

を巡
る

（
文

化
遺

産
巡

りコ
ー

ス
）

白
岩

砂
防

え
ん

堤
を見

学
後

、常
願

寺
川

下
流

の
大

転
石

な
どを

巡
る

（
常

願
寺

川
流

域
コー

ス
）

普
通

高
校

・中
学

・小
学

校
（

保
護

者
や

教
員

等
含

む
）

等
へ

の
取

り組
み

立
山

カル
デ

ラ砂
防

体
験

学
習

会
の

様
子

冊
子

：
14

歳
の

挑
戦

県
政

バ
ス

教
室

の
実

施
（

富
山

県
）

子
ども

達
を対

象
とし

た
県

政
バ

ス
教

室
「富

山
どぼ

く発
見

！
ツア

ー
」の

開
催

を予
定

。

平
成

３
１

年
度

の
活

動
予

定
（

富
山

県
部

会
）

ミル
・シ

ル
・マ

ナ
ブ

とや
ま

の
土

木
・建

築
見

学
会

（
富

山
県

）
○

県
内

大
学

と連
携

し、
将

来
の

土
木

技
術

者
を

目
指

す
学

生
及

び
教

員
を

対
象

とし
た

見
学

会
を

年
２

回
開

催
予

定
。

6
- 4 -

Administrator
四角形



「と
や

ま
建

設
フォ

トコ
ンテ

ス
ト」

（
県

建
設

業
協

会
）

広
く一

般
の

方
々

を対
象

に
、建

設
業

に
関

心
、理

解
を深

め
て

も
らう

た
め

の
広

報
とし

て
写

真
を募

集
・表

彰
募

集
期

間
：

10
月

～
翌

1月

普
通

高
校

・中
学

・小
学

校
（

保
護

者
や

教
員

等
含

む
）

等
へ

の
取

り組
み

市
民

現
場

見
学

会
の

実
施

（
日

本
建

設
業

連
合

会
北

陸
支

部
）

大
学

生
や

高
専

学
生

の
夏

季
休

暇
期

間
（

7月
～

9月
）

に
現

場
見

学
会

を予
定

。

富
山

県
立

大
学

ダ・
ヴ

ィン
チ

祭
へ

の
出

展
（

建
設

コン
サ

ル
タン

ツ協
会

北
陸

支
部

、県
測

量
設

計
業

協
会

、県
建

設
業

協
会

、富
山

県
土

木
部

）

平
成

３
１

年
度

の
活

動
予

定
（

富
山

県
部

会
）

土
木

事
業

を
紹

介
す

る
小

冊
子

の
作

成
“(

富
山

県
土

木
部

) 
各

種
の

土
木

事
業

を紹
介

す
る

小
冊

子
「と

や
まの

土
木

」を
作

成
し、

県
内

全
て

の
学

校
へ

配
布

。

富
山

大
学

都
市

デ
ザ

イン
学

部
オ

ー
プ

ン
キ

ャン
パ

ス
へ

の
出

展
（

建
設

コン
サ

ル
タン

ツ協
会

北
陸

支
部

、富
山

河
川

国
道

事
務

所
）

建
設

コン
サ

ル
タン

トを
Ｐ

Ｒ
す

る
冊

子
の

配
布

（
建

設
コン

サ
ル

タン
ツ協

会
北

陸
支

部
）

建
設

コン
サ

ル
タン

トの
「仕

事
と魅

力
」の

理
解

促
進

を図
る

「社
会

貢
献

活
動

」の
一

環
とし

て
、北

陸
支

部

管
内

の
小

学
校

、中
学

校
・高

等
学

校
に

対
しチ

ラシ
等

を
配

布
し、

出
前

講
座

を予
定

。

建
設

コン
サ

ル
タン

トを
紹

介
す

る
パ

ンフ
レッ

ト「
Ｋ

ｅ
ｎ

Ｃ
ｏ

ｎ
Ｐ

Ｒ
Ｉ

Ｄ
Ｅ

」（
建

コン
で

地
域

を
創

る
人

に
な

ろ
う）

を平
成

30
年

5月
に

作
成

。本
パ

ンフ
レッ

トに
より

更
な

る
Ｐ

Ｒ
を行

う。
パ

ン
フレ

ット
「K

en
Co

n
PR

ID
E」

ダヴ
ィン

チ
祭

ペ
ー

パ
ー

クラ
フト

制
作

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
パ
ネ
ル
展
示
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講
座

、研
修

の
充

実
（

県
建

設
業

協
会

）
①

就
職

直
前

技
能

向
上

研
修

次
代

を担
う若

者
に

対
しス

ム
ー

ズ
な

入
職

と定
着

の
促

進
を図

る
た

め
、理

解
が

深
まる

よう
就

職
直

前
技

能
向

上
研

修
を企

画
・検

討

②
新

入
社

員
フォ

ロー
アッ

プ研
修

生
活

環
境

の
変

化
と業

務
に

追
わ

れ
る

毎
日

か
ら、

悩
み

や
不

安
を解

消
で

きず
自

分
を見

失
い

が
ち

に
な

ら
な

い
よう

新
入

社
員

フォ
ロー

アッ
プ研

修
を充

実
。

③
建

設
業

資
格

取
得

支
援

講
座

土
木

施
工

管
理

技
術

検
定

試
験

や
建

設
業

経
理

士
試

験
の

取
得

に
対

し、
試

験
直

前
の

対
策

講
座

を実
施

。建
設

業
へ

の
魅

力
や

仕
事

に
対

す
る

理
解

を深
め

て
も

らい
、担

い
手

確
保

を促
進

。

その
他

の
取

り組
み

（
富

山
県

部
会

）
平

成
３

１
年

度
の

活
動

予
定

（
富

山
県

部
会

）

就
職

直
前

技
能

向
上

研
修

新
入

社
員

フォ
ロー

ア
ップ

研
修

現
場

見
学

会
の

実
施

（
県

建
設

業
協

会
、県

地
質

調
査

業
協

会
）

小
学

生
や

生
徒

の
保

護
者

を対
象

に
現

場
見

学
会

及
び

子
供

防
災

教
室

等
を実

施
予

定
。

小
学

校
で

の
測

量
教

室
の

開
催

（
県

測
量

設
計

業
協

会
）

国
土

地
理

院
北

陸
地

方
測

量
部

の
協

力
を得

て
地

図
教

室
と測

量
教

室
を実

施
予

定
。実

習
で

は
測

量
機

器
の

説
明

・実
習

の
ほ

か
、身

近
な

も
の

を利
用

して
「測

る
」知

恵
を学

ん
で

も
らう

。

親
子

現
場

見
学

会
の

様
子

富
山

市
長

岡
小

学
校

で
の

測
量

教
室

「地
図

教
室

と測
量

体
験

学
習

」
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【
提

出
様

式
】

①
②

②
－

２
④

⑤
⑤

－
２

⑥
⑦

⑦
－

２
⑧

⑨

取
組

分
類

対
象

の
分

類
対

象
者

の
名

称
年

度
日

付
実

施
場

所
（
市

町
）

予
定

人
数

実
施

機
関

名
窓

口
・
問

い
合

わ
せ

先
（
団

体
・
担

当
部

署
）

実
施

概
要

（
※

特
徴

を
具

体
的

に
記

入
）

連
携

機
関

名

1
講

演
・
講

習
建

設
関

連
企

業
協

会
員

企
業

の
新

入
社

員
等

合
同

社
員

研
修

H
3
1

4
月

8
日

～
4
月

9
日

富
山

市
1
1
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

協
会

会
員

企
業

と
富

山
電

業
協

会
の

2
5
歳

未
満

の
新

入
社

員
ら

を
対

象
に

、
社

会
人

と
し

て
の

マ
ナ

ー
や

心
構

え
を

学
び

、
か

つ
仕

事
へ

の
意

欲
向

上
や

同
世

代
間

の
交

流
を

図
る

。
（
一

社
）
富

山
電

業
協

会

2
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
大

学
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
申

込
み

大
学

H
3
1

随
時

富
山

県
全

域
未

定
富

山
県

地
質

調
査

業
協

会
事

務
局

会
員

各
社

で
実

務
の

学
習

を
行

う
。

3
出

前
講

座
建

設
系

の
高

校
高

岡
工

芸
高

校
土

木
環

境
科

２
年

生
H

3
1

4
月

2
6
日

5
月

2
4
日

6
月

2
1
日

高
岡

工
芸

高
校

3
0
名

富
山

県
測

量
設

計
業

協
会

(一
社

)富
山

県
測

量
設

計
業

協
会

　
事

務
局

設
計

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
業

の
仕

事
内

容
講

義
と

最
新

測
量

機
器

の
使

用
体

験
。

4
そ

の
他

大
学

他
県

内
高

校
、

高
等

専
門

学
校

、
土

木
系

大
学

H
3
1

4
～

1
2
月

富
山

市
内

富
山

県
、

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

他

富
山

県
、

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

他

若
手

入
職

者
の

確
保

・
育

成
、

な
ら

び
に

土
木

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
図

る
た

め
、

建
設

産
業

の
魅

力
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

Ｐ
Ｒ

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

「
Ｔ

Ｓ
Ｕ

Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｕ

」
を

作
成

。
富

山
県

が
主

体
と

な
り

協
会

と
し

て
参

画
予

定
。

今
後

の
リ

ク
ル

ー
ト

活
動

等
に

お
い

て
積

極
的

に
活

用
を

予
定

し
て

い
る

。

5
講

演
・
講

習
建

設
系

の
高

校
富

山
工

業
高

校
３

年
生

H
3
1

5
月

1
0
日

富
山

工
業

高
校

4
0
名

富
山

工
業

高
校

建
設

系
企

業
に

就
職

し
た

先
輩

２
名

を
招

い
て

の
進

路
講

話
（
１

ｈ
程

度
）

6
現

場
見

学
建

設
系

の
高

校
桜

井
高

校
土

木
科

H
3
1

5
～

6
月

頃
富

山
県

全
域

3
8

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

実
習

を
行

う
。

黒
部

河
川

事
務

所
富

山
県

7
現

場
見

学
建

設
系

の
高

校
高

岡
工

芸
高

校
土

木
環

境
科

３
年

生
H

3
1

未
定

(５
月

～
７

月
)

富
山

県
全

域
２

８
名

国
土

交
通

省
富

山
河

川
国

道
事

務
所

国
土

交
通

省
富

山
河

川
国

道
事

務
所

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

実
習

を
行

う
。

8
出

前
講

座
小

学
校

立
山

町
高

野
小

学
校

5
・
6
年

生
H

3
１

6
月

3
日

高
野

小
学

校
4
2
名

(一
社

)富
山

県
測

量
設

計
業

協
会

(一
社

)富
山

県
測

量
設

計
業

協
会

　
事

務
局

北
陸

地
方

測
量

部
に

よ
る

「
地

図
教

室
」
（
座

学
）

富
山

県
測

量
設

計
業

協
会

に
よ

る
測

量
実

験
体

験
：
①

水
準

測
量

、
②

ﾄｰ
ﾀ
ﾙ

ｽ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

、
③

簡
易

計
測

機
に

よ
る

高
さ

の
計

測
、

④
歩

測
⑤

G
P

S
で

身
長

を
図

る
、

⑥
ド

ロ
ー

ン
飛

行
実

演

国
土

地
理

院
北

陸
地

方
測

量
部

9
現

場
見

学
建

設
系

の
高

校
高

岡
工

芸
高

校
土

木
環

境
科

３
年

生
H

3
1

６
月

富
山

県
全

域
２

８
名

富
山

県
農

林
水

産
部

林
業

現
場

を
見

学
し

、
林

内
作

業
を

体
験

す
る

。

1
0

そ
の

他
大

学
富

山
大

学
都

市
デ

ザ
イ

ン
学

部
都

市
・
交

通
デ

ザ
イ

ン
学

科
H

3
1

6
月

上
旬

富
山

市
内

1
（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

富
山

事
務

所

富
山

大
学

都
市

デ
ザ

イ
ン

学
部

 都
市

･交
通

デ
ザ

イ
ン

学
科

担
当

教
授

に
建

コ
ン

協
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
持

参
し

、
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

員
の

仕
事

・
役

割
等

を
ア

ピ
ー

ル

1
1

現
場

見
学

大
学

富
山

大
学

都
市

デ
ザ

イ
ン

学
部

都
市

・
交

通
デ

ザ
イ

ン
学

科
H

3
1

6
月

2
8
日

射
水

市
内

他
約

1
0
名

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

富
山

事
務

所

富
山

大
学

都
市

デ
ザ

イ
ン

学
部

 都
市

･交
通

デ
ザ

イ
ン

学
科

の
学

生
に

対
し

、
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
と

称
し

た
課

外
授

業
を

開
催

。
建

コ
ン

協
の

仕
事

・
役

割
を

説
明

し
、

質
疑

応
答

、
新

湊
大

橋
へ

の
現

場
見

学
会

を
実

施

1
2

そ
の

他
大

学
富

山
県

立
大

学
工

学
部

環
境

・
社

会
基

盤
工

学
科

H
3
1

6
月

上
旬

富
山

市
内

1
（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

富
山

事
務

所

富
山

県
立

大
学

工
学

部
環

境
・
社

会
基

盤
工

学
科

就
職

担
当

教
に

建
コ

ン
協

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

持
参

し
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
員

の
仕

事
・
役

割
等

を
ア

ピ
ー

ル

1
3

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
２

年
生

建
築

工
学

科
２

年
生

H
3
1

7
月

8
～

1
0
日

富
山

県
全

域
8
0
名

富
山

工
業

高
校

勤
労

観
・
職

業
観

を
身

に
つ

け
る

。

1
4

講
演

・
講

習
建

設
系

の
高

校
富

山
工

業
高

校
土

木
工

学
科

３
年

生
H

3
1

7
月

上
旬

富
山

工
業

高
校

4
0
名

富
山

工
業

高
校

型
枠

お
よ

び
鉄

筋
組

立
講

習
（
３

ｈ
程

度
）

日
本

型
枠

工
事

業
協

会
鉄

筋
工

事
業

協
同

組
合

2
0
1
9
年
度
　
建
設
界
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
活
動
予
定
）

- 7 -



【
提

出
様

式
】

①
②

②
－

２
④

⑤
⑤

－
２

⑥
⑦

⑦
－

２
⑧

⑨

取
組

分
類

対
象

の
分

類
対

象
者

の
名

称
年

度
日

付
実

施
場

所
（
市

町
）

予
定

人
数

実
施

機
関

名
窓

口
・
問

い
合

わ
せ

先
（
団

体
・
担

当
部

署
）

実
施

概
要

（
※

特
徴

を
具

体
的

に
記

入
）

連
携

機
関

名

2
0
1
9
年
度
　
建
設
界
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
活
動
予
定
）

1
5

出
前

講
座

大
学

富
山

県
立

大
学

工
学

部
環

境
・

社
会

基
盤

工
学

科
H

3
1

7
～

1
0
月

射
水

市
内

約
3
0
名

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

富
山

事
務

所

富
山

県
立

大
学

工
学

部
環

境
・
社

会
基

盤
工

学
科

に
建

コ
ン

協
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
基

に
、

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会
員

の
仕

事
・
役

割
等

を
出

前
講

座
で

説
明

1
6

そ
の

他
大

学
お

よ
び

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
来

訪
者

富
山

大
学

H
3
1

8
月

上
旬

富
山

市
内

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

富
山

事
務

所

8
月

上
旬

開
催

の
富

山
大

学
都

市
デ

ザ
イ

ン
学

部
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

へ
の

出
展

し
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
来

訪
者

、
特

に
受

験
生

に
対

し
て

、
建

コ
ン

協
の

仕
事

紹
介

な
ど

を
説

明
。

ま
た

、
漫

画
P

R
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（
橋

梁
・
公

園
・
道

路
の

設
計

を
説

明
）
を

配
布

す
る

。

1
7

そ
の

他
大

学
お

よ
び

来
訪

者
（
親

子
）

富
山

県
立

大
学

H
3
1

8
月

上
旬

射
水

市
内

1
0
0
名

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ツ

協
会

北
陸

支
部

富
山

事
務

所

8
月

上
旬

開
催

の
富

山
県

立
大

学
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

祭
へ

出
展

（
建

コ
ン

協
の

仕
事

紹
介

、
ペ

ー
パ

ー
ク

ラ
フ

ト
制

作
な

ど
）
し

、
祭

り
に

来
て

い
る

親
子

、
特

に
小

学
生

を
対

象
に

ペ
ー

パ
ー

ク
ラ

フ
ト

で
橋

の
構

造
を

知
っ

て
も

ら
う

。
ま

た
、

漫
画

P
R

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

（
橋

梁
・
公

園
・
道

路
の

設
計

を
説

明
）
を

配
布

す
る

。

1
8

体
験

学
習

一
般

県
民

一
般

県
民

H
3
1

8
月

3
日

富
山

県
立

大
学

富
山

県
土

木
部

富
山

県
土

木
部

建
設

技
術

企
画

課
企

画
調

整
係

　
村

田
T
e
l　

0
7
6
-
4
4
4
-
3
3
1
3

富
山

県
立

大
学

　
ダ

ヴ
ィ

ン
チ

祭
へ

の
出

展
・
ラ

ジ
コ

ン
重

機
操

作
体

験
　

・
ド

ロ
ー

ン
の

飛
行

実
演

・
ト

ー
タ

ル
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

よ
る

測
量

体
験

　
・
ペ

ー
パ

ー
ブ

リ
ッ

ジ
の

製
作

・
パ

ネ
ル

展
示

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
（
一

社
）
建

設
コ

ン
サ

ル
タ

ン

1
9

体
験

学
習

一
般

県
民

大
学

・
一

般
県

民
H

3
1

8
月

3
日

富
山

大
学

五
福

ｷ
ｬ
ﾝ
ﾊ

ﾟｽ
未

定
富

山
大

学
（
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

）
（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
　

事
務

局
屋

内
：
測

量
計

測
機

器
の

展
示

、
U

A
V

飛
行

映
像

の
放

映
、

パ
ネ

ル
展

示
屋

外
：
U

A
V

、
M

M
S
、

3
D

レ
ー

ザ
ス

キ
ャ

ナ
実

演
展

示

2
0

体
験

学
習

一
般

県
民

一
般

県
民

H
3
1

8
月

3
日

富
山

県
立

大
学

未
定

富
山

県
立

大
学

（
ダ

・
ヴ

ィ
ン

チ
祭

）
（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
　

事
務

局
U

A
V

飛
行

映
像

の
放

映
、

パ
ネ

ル
展

示
U

A
V

実
演

展
示

、
T
S
を

利
用

し
て

の
距

離
あ

て
ク

イ
ズ

2
1

現
場

見
学

親
子

小
学

生
・
中

学
生

・
高

校
生

及
び

そ
の

保
護

者
H

3
1

8
月

6
日

富
山

市
3
0

富
山

県
土

木
部

富
山

県
土

木
部

建
設

技
術

企
画

課
企

画
調

整
係

　
村

田
T
e
l　

0
7
6
-
4
4
4
-
3
3
1
3

県
政

バ
ス

教
室

「
富

山
の

ど
ぼ

く
発

見
！

ツ
ア

ー
～

親
子

で
学

ぼ
う

！
陸

・
空

の
玄

関
口

～
」
　

現
在

整
備

中
の

「
富

山
駅

」
と

、
国

内
外

へ
の

空
の

玄
関

口
と

し
て

重
要

な
交

通
イ

ン
フ

ラ
を

担
う

「
富

山
き

と
き

と
空

港
」
の

役
割

を
学

び
、

今
後

の
建

設
業

の
担

い
手

と
な

り
う

る
子

ど
も

た
ち

に
土

木
に

関
す

る
理

解
を

深
め

て
も

2
2

そ
の

他
農

業
系

高
校

高
校

生
H

3
1

8
月

8
日

中
央

農
業

高
校

未
定

富
山

県
学

校
農

業
ク

ラ
ブ

連
盟

（
一

社
）
富

山
県

測
量

設
計

業
協

会
　

事
務

局
平

板
測

量
競

技
を

と
お

し
て

測
量

に
関

す
る

知
識

や
技

術
を

競
い

専
門

的
な

能
力

を
高

め
る

富
山

県
農

業
教

育
振

興
会

2
3

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
H

3
1

9
月

2
0
日

富
山

県
全

域
2
8

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

実
習

を
行

う
。

富
山

河
川

国
道

事
務

所
富

山
県

2
4

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
H

3
1

9
月

頃
富

山
県

全
域

4
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

実
習

を
行

う
。

富
山

河
川

国
道

事
務

所
富

山
県

2
5

講
演

・
講

習
建

設
関

連
企

業
協

会
員

企
業

の
新

入
社

員
等

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
H

3
1

9
月

頃
富

山
市

8
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

社
会

人
と

し
て

こ
れ

ま
で

の
振

り
返

り
と

自
己

チ
ェ

ッ
ク

を
行

い
、

良
好

な
人

間
関

係
を

作
る

ポ
イ

ン
ト

な
ど

を
紹

介
す

る
。

（
一

社
）
富

山
電

業
協

会

2
6

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
１

年
生

H
3
1

9
月

上
旬

射
水

市
4
0
名

富
山

工
業

高
校

県
内

の
建

設
現

場
見

学
国

土
交

通
省

伏
木

富
山

港
湾

事
務

所

2
7

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
２

年
生

H
3
1

9
月

2
0
日

富
山

県
全

域
３

１
名

富
山

県
建

設
業

協
会

富
山

県
建

設
業

協
会

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

実
習

を
行

う
。

富
山

河
川

国
道

事
務

所

2
8

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
２

年
生

H
3
1

9
月

下
旬

富
山

県
全

域
4
0
名

富
山

工
業

高
校

県
内

の
建

設
現

場
見

学
（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会

2
9

現
場

見
学

小
学

校
立

山
町

立
利

田
小

学
校

H
3
1

9
月

立
山

町
約

3
5
名

富
山

県
地

質
調

査
業

協
会

事
務

局
小

学
生

を
立

山
カ

ル
デ

ラ
と

カ
ル

デ
ラ

砂
防

博
物

館
で

の
体

験
学

習
に

よ
り

、
防

災
事

業
の

教
育

の
向

上
を

図
る

。
立

山
砂

防
事

務
所
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【
提

出
様

式
】

①
②

②
－

２
④

⑤
⑤

－
２

⑥
⑦

⑦
－

２
⑧

⑨

取
組

分
類

対
象

の
分

類
対

象
者

の
名

称
年

度
日

付
実

施
場

所
（
市

町
）

予
定

人
数

実
施

機
関

名
窓

口
・
問

い
合

わ
せ

先
（
団

体
・
担

当
部

署
）

実
施

概
要

（
※

特
徴

を
具

体
的

に
記

入
）

連
携

機
関

名

2
0
1
9
年
度
　
建
設
界
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
活
動
予
定
）

3
0

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

大
学

富
山

県
立

大
学

H
3
1

1
0
月

未
定

２
名

富
山

県
地

質
調

査
業

協
会

事
務

局
協

会
会

員
と

一
緒

に
国

内
の

災
害

現
場

を
調

査
し

、
災

害
対

応
の

重
要

性
を

学
ん

で
も

ら
う

。
国

土
交

通
省

3
1

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

建
築

科
２

年
生

H
3
1

未
定

(1
0
月

～
1
2
月

)
富

山
県

全
域

4
0

富
山

県
建

設
業

協
会

富
山

県
建

設
業

協
会

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

学
習

を
行

う

3
2

保
護

者
と

の
懇

談
会

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
、

建
築

工
学

科
H

3
1

1
0
～

1
1
月

頃
南

砺
市

2
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

建
設

業
の

現
状

や
高

校
O

B
の

技
術

者
、

地
元

の
建

設
企

業
経

営
者

か
ら

仕
事

の
内

容
に

つ
い

て
説

明
し

、
意

見
交

換
を

行
う

。
富

山
県

地
区

協
会

3
3

保
護

者
と

の
懇

談
会

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
、

建
築

科
H

3
1

1
0
～

1
1
月

頃
黒

部
市

2
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

建
設

業
の

現
状

や
高

校
O

B
の

技
術

者
、

地
元

の
建

設
企

業
経

営
者

か
ら

仕
事

の
内

容
に

つ
い

て
説

明
し

、
意

見
交

換
を

行
う

。
富

山
県

地
区

協
会

3
4

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

建
築

工
学

科
H

3
1

1
0
月

頃
富

山
県

全
域

4
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

学
習

を
行

う
富

山
県

富
山

市

3
5

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

南
砺

福
野

高
校

農
業

環
境

科
H

3
1

1
0
月

頃
南

砺
市

3
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

建
設

業
の

社
会

的
役

割
や

も
の

づ
く
り

の
魅

力
を

紹
介

し
、

入
職

促
進

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
。

富
山

県
地

区
協

会

3
6

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

南
砺

福
野

高
校

農
業

環
境

科
H

3
1

1
0
月

頃
富

山
県

全
域

3
5

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

学
習

を
行

う
富

山
河

川
国

道
事

務
所

富
山

県

3
7

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
、

建
築

科
H

3
1

1
0
月

頃
高

岡
市

8
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

建
設

業
の

社
会

的
役

割
や

も
の

づ
く
り

の
魅

力
を

紹
介

し
、

入
職

促
進

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
。

富
山

県
地

区
協

会

3
8

現
場

見
学

大
学

富
山

県
内

の
大

学
女

子
学

生
を

対
象

H
3
1

1
0
月

頃
富

山
県

全
域

4
1

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
立

大
学

の
女

子
学

生
を

対
象

に
県

内
の

建
設

現
場

を
見

学
し

、
体

験
学

習
を

行
う

富
山

河
川

国
道

事
務

所
富

山
県

3
9

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
・
建

築
科

１
年

生
H

3
1

未
定

(1
0
月

～
1
2
月

)
高

岡
工

芸
高

校
８

０
名

富
山

県
土

木
部

富
山

県
建

設
業

協
会

建
設

業
の

現
況

や
施

策
、

建
設

技
術

者
の

仕
事

を
学

ぶ
。

4
0

現
場

見
学

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

建
築

科
H

3
1

1
1
月

頃
富

山
県

全
域

4
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

県
内

の
建

設
現

場
を

見
学

し
、

体
験

学
習

を
行

う
富

山
県

高
岡

市

4
1

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
２

年
生

H
3
1

１
１

月
～

１
月

高
岡

工
芸

高
校

３
１

名
富

山
県

左
官

事
業

協
同

組
合

左
官

工
事

の
知

識
と

左
官

作
業

の
技

術
を

学
ぶ

。

4
2

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

高
岡

工
芸

高
校

土
木

環
境

科
２

年
生

H
3
1

１
１

月
～

１
月

高
岡

工
芸

高
校

３
１

名
日

本
型

枠
工

事
業

協
会

型
枠

工
事

の
知

識
と

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

型
枠

の
組

立
技

術
を

学
ぶ

。

4
3

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
２

年
生

H
3
1

1
2
月

上
旬

富
山

工
業

高
校

4
0
名

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
２

年
生

を
対

象
に

し
た

出
前

講
座

（
２

ｈ
程

度
）

国
土

交
通

省
伏

木
富

山
港

湾
事

務
所

富
山

河
川

国
道

事
務

所

4
4

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
１

年
生

建
築

工
学

科
１

年
生

H
3
1

1
2
月

中
旬

富
山

工
業

高
校

8
0
名

富
山

工
業

高
校

建
設

系
高

校
１

年
生

を
対

象
に

し
た

出
前

講
座

（
１

ｈ
程

度
）

富
山

県
土

木
部

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
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【
提

出
様

式
】

①
②

②
－

２
④

⑤
⑤

－
２

⑥
⑦

⑦
－

２
⑧

⑨

取
組

分
類

対
象

の
分

類
対

象
者

の
名

称
年

度
日

付
実

施
場

所
（
市

町
）

予
定

人
数

実
施

機
関

名
窓

口
・
問

い
合

わ
せ

先
（
団

体
・
担

当
部

署
）

実
施

概
要

（
※

特
徴

を
具

体
的

に
記

入
）

連
携

機
関

名

2
0
1
9
年
度
　
建
設
界
の
担
い
手
確
保
・
育
成
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
（
活
動
予
定
）

4
5

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

土
木

工
学

科
、

建
築

工
学

科
H

3
1

1
2
月

頃
富

山
市

8
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

建
設

業
の

社
会

的
役

割
や

も
の

づ
く
り

の
魅

力
を

紹
介

し
、

入
職

促
進

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
。

富
山

県
地

区
協

会

4
6

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

桜
井

高
校

土
木

科
H

3
1

1
2
月

頃
黒

部
市

4
0

（
一

社
）
富

山
県

建
設

業
協

会
富

山
県

建
設

業
協

会
　

寺
島

℡
0
7
6
-
4
3
2
-
5
5
7
6

建
設

業
の

社
会

的
役

割
や

も
の

づ
く
り

の
魅

力
を

紹
介

し
、

入
職

促
進

に
関

す
る

情
報

を
発

信
す

る
。

富
山

県
地

区
協

会

4
7

出
前

講
座

建
設

系
の

高
校

富
山

工
業

高
校

２
年

生
H

3
1

2
月

上
旬

富
山

工
業

高
校

4
0
名

富
山

工
業

高
校

土
地

家
屋

調
査

士
の

業
務

内
容

等
に

つ
い

て
の

出
前

講
座

（
１

ｈ
程

度
）

土
地

家
屋

調
査

士
会

4
8

講
演

・
講

習
小

学
校

、
大

学
立

山
町

立
小

学
校

、
富

山
県

立
大

学
H

3
１

２
月

富
山

市
未

定
富

山
県

地
質

調
査

業
協

会
事

務
局

学
習

の
成

果
を

講
演

会
で

体
験

学
習

と
現

場
研

修
の

成
果

を
発

表
し

て
も

ら
う

。
立

山
砂

防
事

務
所
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 SUN  MON  TUE  WED  THU  FRI  SAT

１ ２ ３

４1998年：8.4水

害（新潟市）

５
1961年：中越水害（長岡）

６ ７
1977年：有珠山噴火

８ ９
1993年：北海道南西沖地震

10

11
2009年：駿河湾地震

12 13 14 18
2006年：浸水害・山がけ崩れ
害・土石流害

16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

注）上記の予定は今後、変更等がある場合があります。なお、対象者が決まっているものを「現場見学」、一般の方を対象とするものを「一般見学」としています。

問い合わせ先：北陸建設界の担い手確保・育成推進協議会富山県部会事務局（北陸地方整備局富山河川国道事務所品質確保課内）　TEL　076(443)4701、内線302

■担い手カレンダーとは
　建設界の担い手確保に向けたイベントをまとめたカレンダーです。

　　　　　（注）1.○○月間、○○の日等、土木建設に関係するものを記載しています。
　　　　　　　　2.管内の主な災害を記載しています。
　　　　　　　　3.県内の主要なイベント（供用開始など）を記載しています。

2019 August

担い手カレンダー（富山県部会）

日 区分 対 象 主 催 開催場所

上旬
富山大学
オープンキャンパス来訪者

建設コンサルタン
ツ協会北陸支部

富山市内

上旬
富山県立大学
来訪者（親子）

建設コンサルタン
ツ協会北陸支部

射水市内

3 一般県民 富山県土木部
富山県立
大学

6
小学生・中学生・高校生及びその保
護者

富山県土木部 富山市

富山大学都市デザイン学部
社会基盤工学科

建設コンサルタン
ツ協会北陸支部

富山県立大学工学部環境・社会基盤工学科に建コン協のパンフレットを基
に、建設コンサルタンツ協会員の仕事・役割等を出前講座で説明

下
　
旬

通年及び期間のイベント・取り組み

７～１０月

８月のイベント

内 容

上
　
旬

8月上旬開催の富山大学都市デザイン学部オープンキャンパス
への出展し、オープンキャンパス来訪者、特に受験生に対し
て、建コン協の仕事紹介などを説明。また、漫画PRパンフレット
（橋梁・公園・道路の設計を説明）を配布する

県政バス教室「富山のどぼく発見！ﾂｱｰ～親子で学ぼう！陸・
空の玄関口～」　現在整備中の「富山駅」と、国内外への空の
玄関口として重要な交通ｲﾝﾌﾗを担う「富山きときと空港」の役
割を学び、今後の建設業の担い手となりうる子どもたちに土木
に関する理解を深めてもらう

中
旬

8月上旬開催の富山県立大学ダヴィンチ祭へ出展（建コン協の
仕事紹介、ペーパークラフト制作など）し、祭りに来ている親
子、特に小学生を対象にペーパークラフトで橋の構造を知って
もらう。また、漫画PRパンフレット（橋梁・公園・道路の設計を説
明）を配布する

富山県立大学　ダヴィンチ祭への出展
・ラジコン重機操作体験　・ドローンの飛行実演
・トータルステーションによる測量体験　・ペーパーブリッジの製
作
・パネル展示

現場見学 一般見学 講演・講習 出前講座 インターンシップ その他

8

防災週間（8/30～9/5）

道路ふれあい月間

道の日橋の日

道路ふれあい月間
水の週間（8/1～7）

水の日

道路ふれあい月間

山の日
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北
陸
建
設
界
の
担
い
手
確
保
・
育
成
推
進
協
議
会
開
催
時
期
に
つ
い
て

【
協
議
会
の
開
催
時
期
に
関
す
る
整
理
】

○
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
を
考
慮
す
る
場
合
は
、
以
下
図
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
各
種
対
応
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

○
そ
れ
以
外
の
学
生
、
小
中
学
生
対
象
の
Ｐ
Ｒ
は
通
年
を
通
じ
て
実
施
し
て
も
効
果
が
あ
る
が
、
各
組
織
は
年
度
末
ま
で
に

来
年
度
の
予
算
計
画
の
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
会
議
は
１
０
～
１
１
月
頃
に
実
施
し
、
来
年
度
の
対
応
方
針
を
確
認
す
る
。

各
県
部
会
は
１
１
～
１
２
月
頃
に
実
施
し
、
来
年
度
の
具
体
的
実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

学
生
年
次
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

高
校
生

１
年
生

【
協
議
会
】

本
会
議

【
協
議
会
】

県
部
会

　 　
２
年
生

３
年
生

【
学
生
】
具
体
的
就
職
活
動
　
→
　
内
定
取
得
等

学
生
年
次
４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０
月

１
１
月

１
２
月

１
月

２
月

３
月

大
学

２
年
生

【
協
議
会
】

本
会
議

【
協
議
会
】

県
部
会

　 　
３
年
生

４
年
生

【
学
生
】
具
体
的
就
職
活
動
　
→
　
内
定
取
得
等

【
各
組
織
】
　
来
年
度

予
算
措
置
及
び
計
画
作
成

【
学
生
】
就
職

判
断
時
期

【
各
組
織
】
各
種
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

【
各
組
織
】
来
年
度

予
算
措
置
及
び
計
画
作
成

【
各
組
織
】
各
種
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

【
学
生
】
就
職

判
断
時
期

【
学
生
】

イ
ン
タ
ー
ン

【
各
組
織
】
各
種
Ｐ
Ｒ

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

来
年
度
方
針
案
の

策
定

来
年
度
の
具
体
的

計
画
案
の
策
定

イ
ン
タ
ー
ン
前
に

Ｐ
Ｒ
を
実
施

来
年
度
方
針
案
の

策
定

来
年
度
の
具
体
的

計
画
案
の
策
定

冬
休
み
以
降
の

本
格
的
活
動
前

に
Ｐ
Ｒ
を
実
施

【
日
経
連
所
属
機
関
】

3
/
1
本
格
的
広
報
活

動
解
禁
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令
和
元
年
7
月
現
在

工
事
内
容
（
工
事
名
）

種
別

時
期

地
先

内
容

機
関
・
団
体
名

担
当
課

担
当
者

電
話

E
-
m
ai
l

1
常
願
寺
川
（
右
岸
）

急
流
河
川
対
策
工
（
低
水
護
岸
工

事
）

河
川

１
０
～
翌
２
月

立
山
町
利
田

急
流
河
川
常
願
寺
川
に
お
い
て
、
堤
防
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
、
河
岸
の
侵
食
・
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
な
る
河
岸
防
護
工
と

し
て
の
低
水
護
岸
工
事
（
施
工
延
長
約
5
0
m
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

急
流
河
川
対
策
工
法
（
練
石
張
護
岸
）
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き
さ
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
及

び
根
固
水
制
の
設
置
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
神
通
川
（
左
岸
）

急
流
河
川
対
策
工
（
低
水
護
岸
工

事
）

河
川

１
0
～
翌
２
月

富
山
市
婦
中
町
鵜
坂

急
流
河
川
神
通
川
に
お
い
て
、
堤
防
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
、
河
岸
の
侵
食
・
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
な
る
河
岸
防
護
工
と
し

て
の
低
水
護
岸
工
事
（
施
工
延
長
約
7
0
m
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

鋼
矢
板
式
護
岸
工
法
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
鋼
矢
板
の
打
込
み
、
練
石
張
護
岸
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
、

仮
締
切
工
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

3
神
通
川
（
右
岸
）

急
流
河
川
対
策
工
（
高
水
護
岸
工

事
）

河
川

１
０
～
翌
４
月

富
山
市
安
野
屋

急
流
河
川
神
通
川
に
お
い
て
、
堤
防
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に
設
置
す
る
高
水
護
岸
と
し
て
の
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
を

施
工
す
る
工
事
（
5
工
区
、
施
工
延
長
約
1
,0
8
0
m
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

急
流
河
川
対
策
工
法
（
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
護
岸
）
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き
さ
、
ク
レ
ー
ン
に

よ
る
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
、
市
街
地
で
の
施
工
に
よ
る
低
騒
音
・
低
振
動
対
策
工
法
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4
神
通
川
（
左
岸
）

急
流
河
川
対
策
工
（
災
害
復
旧
工

事
）

河
川

１
０
～
翌
２
月

富
山
市
葛
原

平
成
3
0
年
7
月
出
水
で
被
災
し
た
堤
防
・
護
岸
を
復
旧
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
工
事
（
6
工
区
、
施
工
延
長
4
7
0
m
）
を
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

急
流
河
川
対
策
工
法
（
練
石
張
護
岸
）
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き
さ
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
設

置
、
仮
締
切
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
庄
川
（
左
岸
）

急
流
河
川
対
策
工
（
低
水
護
岸
工

事
）

河
川

１
０
～
翌
２
月

高
岡
市
上
伏
間
江

急
流
河
川
庄
川
に
お
い
て
、
堤
防
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
、
河
岸
の
侵
食
・
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
な
る
河
岸
防
護
工
と
し
て

の
低
水
護
岸
工
事
（
施
工
延
長
約
4
0
m
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

急
流
河
川
対
策
工
法
（
練
石
張
護
岸
）
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き
さ
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
及

び
根
固
水
制
の
設
置
、
仮
締
切
工
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

6
庄
川
（
左
岸
）

急
流
河
川
対
策
工
（
低
水
護
岸
工

事
）

河
川

１
０
～
翌
２
月

砺
波
市
下
中
条

急
流
河
川
庄
川
に
お
い
て
、
堤
防
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
、
河
岸
の
侵
食
・
洗
掘
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
と
な
る
河
岸
防
護
工
と
し
て

の
低
水
護
岸
工
事
（
施
工
延
長
約
6
0
m
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

急
流
河
川
対
策
工
法
（
練
石
張
護
岸
）
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き
さ
、
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
及

び
根
固
水
制
の
設
置
、
仮
締
切
工
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
小
矢
部
川
（
右
岸
）

浸
透
対
策

河
川

１
０
～
翌
２
月

高
岡
市
上
渡

緩
流
河
川
小
矢
部
川
に
お
い
て
、
堤
防
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
、
堤
防
へ
の
流
水
等
の
浸
透
を
防
ぐ
た
め
に
実
施
す
る
高
水
護
岸

工
事
（
施
工
延
長
約
1
2
5
m
）
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

遮
水
シ
ー
ト
の
設
置
、
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8
小
矢
部
川
（
右
岸
）

合
流
点
処
理

河
川

１
0
～
翌
２
月

小
矢
部
市
東
福
町

小
矢
部
川
と
支
川
（
横
江
宮
川
）
が
合
流
す
る
箇
所
に
お
い
て
、
合
流
点
処
理
と
し
て
の
低
水
護
岸
工
事
（
施
工
延
長
約
6
0
m
）
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
レ
ー
ン
に
よ
る
鋼
矢
板
打
込
み
、
バ
ッ
ク
ホ
ウ
に
よ
る
掘
削
、
大
型
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張
、
根
固
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
状
況
な
ど

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

9
国
道
４
１
号
猪
谷
楡
原
道
路
事
業
の

工
事

道
路

7
月
～
1
1
月

富
山
市
猪
谷
～
片
掛

片
掛
橋
の
下
部
工
（
ケ
ー
ソ
ン
工
）
、
猪
谷
橋
の
上
部
工
（
ア
ー
チ
橋
）
の
施
工
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
0
国
道
３
５
９
号
砺
波
東
バ
イ
パ
ス
事
業
の
工
事

道
路

８
月
～
１
１
月

砺
波
市
徳
万
～
芹
谷

本
線
区
間
の
舗
装
工
事
の
施
工
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
1
国
道
８
号
小
矢
部
地
区
交
通
安
全
対

策
事
業
の
工
事

道
路

１
０
～
１
１
月

小
矢
部
市
芹
川
地
先

小
矢
部
川
を
渡
河
す
る
新
設
の
茅
蜩
橋
（
ひ
ぐ
ら
し
は
し
）
(株
)工
事
(橋
脚
工
）
の
施
工
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
2
急
流
河
川
黒
部
川
に
お
け
る
IC
T
土

工
（
河
道
掘
削
）

河
川

１
０
～
翌
１
月

黒
部
市
沓
掛
・
若
栗

入
善
町
飯
野
・
小
摺
戸

日
本
有
数
の
急
流
河
川
で
あ
る
黒
部
川
に
お
い
て
、
洪
水
の
安
全
な
流
下
を
図
る
た
め
、
IC
T
土
工
に
よ
る
河
道
掘
削
の
施
工
現

場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
3
海
上
で
船
に
よ
り
施
工
す
る
副
離
岸

堤
工
事
（
副
離
岸
堤
新
設
工
事
）

海
岸

８
～
９
月

入
善
町
下
飯
野
(園
家
)
日
本
一
侵
食
の
激
し
い
下
新
川
海
岸
に
お
い
て
、
全
国
で
も
設
置
例
の
少
な
い
副
離
岸
堤
の
新
設
工
事
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
起
重
機
船
（
ク
レ
ー
ン
付
の
作
業
船
）
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
投
入
や
、
潜
水
士
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
作
業
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

1
4
富
山
弯
の
寄
り
回
り
波
・
高
波
浪
に

よ
る
侵
食
対
策
（
海
岸
護
岸
工
）

海
岸

１
０
～
１
２
月

黒
部
市
石
田
(大
島
)
日
本
一
侵
食
の
激
し
い
下
新
川
海
岸
に
お
い
て
、
護
岸
工
の
ブ
ロ
ッ
ク
据
付
作
業
等
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
5
利
賀
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
橋
梁
（
鋼

ア
ー
チ
橋
・
鋼
ト
ラ
ス
橋
）
工
事

ダ
ム

６
～
１
１
月

南
砺
市
利
賀
村

栃
原
地
先

利
賀
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
工
事
用
道
路
と
し
て
完
成
し
た
利
賀
大
橋
（
鋼
上
路
式
ア
ー
チ
橋
）
や
上
部
工
架
設
中
の
ウ
シ
ク
ル
ビ

谷
橋
（
上
路
式
鋼
ト
ラ
ス
橋
）
の
工
事
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
6
利
賀
ダ
ム
建
設
に
向
け
た
工
事

ダ
ム

６
～
１
１
月

南
砺
市
利
賀
村

草
嶺
地
先

利
賀
ダ
ム
建
設
予
定
地
に
お
い
て
、
ダ
ム
建
設
に
向
け
た
工
事
用
道
路
や
ダ
ム
建
設
準
備
工
事
な
ど
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
、
急
峻
な
地
形
条
件
下
で
行
わ
れ
て
い
る
工
事
箇
所
は
、
今
年
度
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
な
が
ら
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
る
様
に
準
備
中
。

1
7
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
（
本
体
工
、

上
部
工
、
舗
装
工
）

港
湾

７
～
２
月

富
山
市
東
岩
瀬
町

老
朽
化
対
策
に
よ
る
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
延
命
化
及
び
緊
急
物
資
の
受
入
れ
に
資
す
る
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
工
事
を
実
施
し
て

い
る
。
本
体
工
の
ケ
ー
ソ
ン
曳
航
・
据
付
、
上
部
工
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
等
の
施
工
状
況
を
見
学
で
き
る
。

伏
木
富
山
港
湾
事
務
所

先
任
建
設
管
理
官
今
井
　
茂

0
7
6
-
4
4
1
-
1
9
0
4

im
ai
-
s8
4
ab
@
m
lit
.g
o
.jp

調
整
者
・
連
絡
先

令
和
元
年
度
　
工
事
現
場
見
学
先
候
補
リ
ス
ト

黒
部
河
川
事
務
所

調
査
課

中
山
　
真
二
0
7
6
5
-
5
2
-
4
6
8
6

n
ak
ay
am
a-
s8
4
5
a@
m
lit
.g
o
.jp

富
山
河
川
国
道
事
務
所

工
事
品
質
管
理
官
谷
口
　
和
哉
0
7
6
-
4
4
3
-
4
7
0
1

ta
n
ig
u
c
h
i-
k8
4
y2
@
m
lit
.g
o
.jp

利
賀
ダ
ム
工
事
事
務
所
調
査
設
計
課
河
村
　
陽
一
0
7
6
3
-
3
3
-
4
7
0
1

ka
w
am
u
ra
-
y8
4
w
z@
m
lit
.g
o
.jp
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H3
0工
事
現
場
見
学
先

候
補
位
置
図
（
参
考
）

１
２

３

４

５ ６

７

８

Ｒ
１
工
事
現
場
見
学
先
候
補

位
置
図
（
参
考
）

９

1
0

1
1

1
5

1
6

1
2

1
41
3

1
7
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令和元年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：富山労働局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

様式２ 

 

〇若年者地域連携事業（委託事業）において、大学生等及び高校生に対して建設業の事 

業所を含む企業説明会等を開催した。 

⇒４／２０（土）、５／１１（土） 高校生のための業界・企業研究会 

 ５／１８（土） インターンシップ説明会（2021年３月卒業予定学生対象） 

 

〇若年層を中心とした求職開拓事業（委託事業）において、建設業の事業所を含めた合

同企業説明会を開催予定 

 ⇒９／２（月）、１０／２１（月） とやま若者×マッチングフェスタ 

 

 

○６月２５日（火）に「富山労働局人材確保対策推進協議会（※１）」を開催した。各

業界団体、関係機関から人材確保に向けた取組みや今後の取組み予定について報告を

受けて意見交換を行ったほか、今後の人材確保に向けた具体的な連携事項について協

議を行った。 

 

○ハローワーク富山に設置している「人材確保・就職総合支援コーナー（※２）」にお

いて、業界団体と連携しながら建設業事業所に対する人材確保支援に取り組んでい

く。 

 

 

 
※１ 建設、警備、運輸、福祉分野の事業主団体、関係機関、ハローワーク富山、富山労働局により構

成。相互の施策について理解促進を図りつつ必要な情報を共有し、人材確保に係る具体的な連携事項に

ついて協議を行う。 

 

※２ 建設、警備、運輸、福祉分野に特化した就職支援コーナー。専門の職員を配置し、業界団体や関係

機関とも連携して求人・求職者双方への総合的な就職支援を実施している。 

 

 

- 15 -



 
 

令和元年度の活動予定 

機関名・団体名：立山砂防事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

 

 

様式２ 

 

・富山県内の高校生以上、２０歳までの男女学生を対象とした、工事現場での見学のみならず実体験を

含めた「ＳＡＢＯ体験楽校」を継続する。 

○実施日：令和元年７月３０日（火）～８月１日（木） ２泊３日 参加募集１０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンクリート打設体験（H30年度）             枕木交換体験（H30年度） 

 

 

・世界遺産登録推進事業関連の人材育成として、大学生等及び高校を対象に世界遺産や立山砂防につ

いて学ぶ講座や現地見学を実施するプログラムを開催し、若い世代への普及啓発を図る。 

○実施日：高校生コース 令和元年７月２２日（月）～７月２４日（水） 県内高校生３５名程度 

          大学生等コース 令和元年８月２２日（月）～８月２４日（水） 県内大学生等２０名程度 

 

 

・富山県内（特に常願寺川流域）の小学生を対象に、砂防事業の必要性等について理解を深めるため、

『僕ら「さぼう」探検隊！』を継続する。 

 

 

・関係機関である、斜面防災対策技術協会富山支部と連携し、常願寺川沿いの小学校を対象に「出前

講座」を実施し、砂防事業の必要性等をについて理解してもらう。 
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令和元年度実施状況 
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“ＳＡＢＯ体験楽校” チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
- 18 -
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令和元年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：日本建設業連合会北陸支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

様式２ 

 

日建連北陸支部では、建設界が担う役割や建設技術の魅力について、理解を深めてもら

う目的で毎年、新潟県及び富山県・石川県地区の高専、大学生を対象に支部会員会社の施

工現場を見学する「市民現場見学会」開催しており、引き続き、学校側の要望や参加者ア

ンケートの意見を踏まえ、発注者と連携した市民現場見学会を開催している。 

今年度の富山県・石川県地区の市民現場見学会は、7月22日（月）に金沢大学土木系の1

年生（約35名）を対象に実施することとしている。 

 見学対象工事については、国土交通省発注の「月浦トンネル工事」及びＪＲＴＴ発注の

「梯川橋りょう工事」の二現場を予定している。 
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令和元年度の活動予定（※自由様式） 

機関名・団体名：建設コンサルタンツ協会北陸支部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

様式２ 

 

【富山県立大学：ダヴィンチ祭への出展】 

 ・毎年8月に開催される富山県立大学・ダヴィンチ祭に出展し、建設コンサルタントの

仕事を紹介 

 ・年齢制限は設けていないが、小・中学生や保育園児を伴った親子での参加が多いた

め、建コンの仕事紹介（パネル展示・ビデオ放映・パンフレット）や親子で触れ合える

ペーパークラフト制作（アーチ橋）を実施し、土木への興味を引くよう工夫。 

 ・今年度も継続して参加する予定であり、アンケートの実施などを企画中である。 

 

【富山大学：オープンキャンパスへの出展】 

 ・継続して都市デザイン学部オープンキャンパスへの出展を予定（建コンの仕事紹介

など） 

 

【富山大学：まちなか授業フィールドワークへの協力】 

・富山大学が企画する教育プログラムの一つである「まちなか授業フィールドワー

ク」に協力し、建設コンサルタントの紹介及び現場説明会を実施。 

 

【建コン主催の業務成果発表会への参加促進】 

・北陸管内の大学生を対象に、建コン主催の「業務成果発表会」への参加を促進する 

・学生が自ら実施している研究内容を発表すること、また協会員各社の研究発表を聴

講することで、建設コンサルタントの仕事を通じ、社会インフラ整備の重要性、建

設コンサルタントがその一役を担っていることを認識してもらう。 

 

【県内大学への訪問】 

 ・富山大学、富山県立大学に対し、建設コンサルタントの仕事・役割を説明 

 

【県内高校、高等専門学校、土木系大学への】 

 ・富山県が企画する建設産業の魅力をアピールするＰＲパンフレット「ＴＳＵＫＵＲ

Ｕ」に参画予定。今後説明会等で活用予定。 
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令和元年度の活動（建設業の担い手確保・育成） 

機関名：富山県（土木部） 

 

１．将来の建設業を担う人材の入職・定着・育成 

 (1) 建設業若者活躍支援事業（富山県建設業協会が実施する取り組みに対し補助） 

  ・土木･建築施工管理技術検定試験の短期集中対策講座の開催 <対象>在職者 

    ・技術力向上や離職防止を図るための新入社員研修の開催 <対象>新入社員 

    ・玉掛け、小型移動式クレーン運転技能講習の開催 <対象>建設企業へ就職を希望する高校生 

  ※厚生労働省「人材確保等支援助成金」交付決定を受けたもの。 

 (2) 除雪オペレーター育成支援事業 

(3) 高校への出前講座  富山県建設業協会の取組みに対し講師派遣 

 (4) ミル・シル・マナブとやまの土木・建築見学会（R1.9.30ほか） 

    富山大学と富山県立大学の学生及び教員を対象とした見学会。 

 (5) 高校生インフラツアー（R1.8.6）  R1新規  

工事だけでなく設計や資材製造の現場も含めて、幅広く建設産業の工程を見学。 

また、高校生に配布される仕事情報誌や保護者向けのWEBサイトにレポートを掲載する。 

 

２．建設業のイメージアップ 

 (1) 県政バス教室「富山のどぼく発見！ツアー～親子で学ぼう！陸・空の玄関口～」（R1.8.6） 

 (2) 富山県立大学「ダ・ヴィンチ祭」への建設業ブース出展（R1.8.3） 

 (3) 富山県土木部Facebook“いいね！とやまの土木”による情報発信 

 (4) 建設産業の魅力ＰＲ冊子「みんなでTSUKURU」の製作・配布  R1新規  

計画から測量・設計・工事まで、建設産業全体にわたって魅力をアピールする。 

県内の高校・高専・土木系大学の進路決定前の学生に配布。 

 

３．建設現場の労働環境改善、働き方改革の推進 

 (1) 建設業女性活躍支援事業 

  ①「もっと女性が活躍できる建設業」支援事業  

・女子学生を対象に現場見学会・座談会を開催 

・経営陣向けの研修会 

 ② 女性が活躍できる労働条件改善補助事業 

・空調付きの作業服やヘルメットの購入 ・トイレの改修 ・育児休業制度等の社内規定の整備 

(2) 試行工事の実施 

・ＩＣＴ活用工事  

・週休２日制モデル工事 

・工期の余裕期間制度 

・快適な仮設トイレの設置工事 
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Ｒ元年７月１２日 富山河川国道事務所 

 

 

富山市街地重点防御築堤事業を契機とした 

「治水のしごと」「堤防整備に関わるいろいろな仕事」学習・体験のご提案 

 

１ ねらい 

（１） 治水事業への理解 

（２） 水害から命を守る行動の理解 

（３） 建設業界のイメージアップと担い手育成・確保 

 

２ 大まかな学習・体験内容 

（１） 分県運動から見る富山県の治水の歴史 

（２） 洪水から街を守る神通川の取り組みと今回の工事の目的と効果 

（３） 堤防整備に関わる、様々な仕事の紹介（計画・測量・設計・地元協議・工事・管理） 

（４） ３Ｋ（キツイ・キタナイ・キケン）からＩＣＴ技術を活用した工事現場への変化 

（５） 学習成果の発表・ポスター（壁新聞作成など） 

 

３ 学習・体験の方法・スケジュール 

（１） 出前講座 ：パワーポイントで国交省職員が説明（治水事業、建設業で各１コマ） 

※治水のコマでは、自分達がいつ、どこに避難するか考える（マイタイムライン）作成 

（２） 工事現場見学：ＩＯＴを活用した最新技術を体験（予定） 

 

４ 調整状況 

（１）富山中部高校 

 １０月５日１４：００～１６：００に進路講演会があり、様々な業種の方を講師に

招き生徒に話ができる機会がある。 

   例年１５分科会に分けて、生徒一人あたり２分科会受講する内容である。 

   １分科会に 18～25 名くらい参加するので１回５５分×２回の説明となる。 

   工学系を希望する生徒に対して説明いただけるのであればお願いしたい。 

（当方）  

    「防災・建設」というテーマで今後進めさせていただく。 

 （２）芝園中学校 

   ３コマという話だが、授業がぎっしり詰まっており１コマなら確保できそうだ。 

   今後３年程度事業が続くということなので、１年生に受講させようかと考えている。 

   もう少し検討させてほしい。 

（当方） 

    一コマでも大丈夫です。今後調整させてくだく。 
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「
社
会
に
学
ぶ
『
１
４
歳
の
挑
戦
』
」

ス
ラ
ン
プ
試
験
体
験

事
業
概
要
説
明

橋
梁
点
検
体
験

富
山
河
川
国
道
事
務
所

○
目
的
：
富
山
県
で
は
、
中
学
２
年
生
が
５
日
間
、
学
校
外
で
職
場
体
験
活
動
や
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
参
加
す
る
「
社

会
に
学
ぶ
『
１
４
歳
の
挑
戦
』
」
を
実
施
し
て
い
る
。

規
範
意
識
や
社
会
性
を
高
め
、
将
来
の
自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
目
的
。

○
日
時
：
令
和
元
年
７
月
８
日
（
月
）
～
１
２
日
（
金
）

○
場
所
：
富
山
河
川
国
道
事
務
所
（
有
沢
出
張
所
、
富
山
国
道
維
持
出
張
所
）
、
北
陸
技
術
事
務
所
富
山
出
張
所

○
参
加
者
：
富
山
市
立
堀
川
中
学
校
（
生
徒
：
男
子
１
名
、
女
子
１
名
）
２
名

災
害
対
策
車
の
設
営
体
験

堤
防
除
草
作
業
の
見
学

＜
生
徒
の
感
想
＞

・
や
る
時
は
や
り
、
休
む
と
き
は
休

む
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
生
活
す
る

こ
と
を
今
後
の
学
校
生
活
で
取
り

入
れ
た
い
。

・
川
に
あ
る
樋
門
が
な
ぜ
あ
る
の
か

知
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
橋
の
点
検
は
細
か
い
作
業
で
、
と

て
も
大
変
だ
っ
た
。

道
路
巡
回
体
験

体
験
報
告
会
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高
等
学
校
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
現
場
見
学
会

工
事
の
見
学
（
Ｐ
１
側
）

若
手
技
術
者
の
体
験
談

事
業
の
説
明

工
事
現
場
で
の
記
念
撮
影

富
山
河
川
国
道
事
務
所

○
目
的
：
富
山
工
業
高
校
で
は
、
例
年
保
護
者
を
対
象
と
し
た
職
場
見
学
を
実
施
し
て
い
る
。

今
回
、
猪
谷
楡
原
道
路
で
見
学
会
の
依
頼
あ
り
。

保
護
者
の
職
場
見
学
は
、
子
供
達
が
卒
業
後
に
働
く
現
場
を
見
学
し
て
、
親
が
理
解
を
深
め
、
子
供
と
の
進
路
の
話
し

合
い
に
生
か
す
こ
と
が
目
的
。

実
際
の
現
場
で
行
う
仕
事
内
容
を
視
点
に
、
建
設
業
界
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
見
学
会
を
実
施
。

○
日
時
：
令
和
元
年
６
月
１
９
日
（
水
）
１
４
：
３
０
～
１
６
：
０
０

○
場
所
：
猪
谷
楡
原
道
路
猪
谷
橋
上
部
工
事

○
参
加
者
：
富
山
工
業
高
校
（
保
護
者
：
女
性
2
1
名
・
男
性
6
名
、
教
員
）
３
０
名

工
事
の
見
学
（
Ｐ
２
側
）

＜
参
加
者
の
状
況
＞

・
若
手
技
術
者
の
体
験
談
を
興
味
深
く
聞
い
て
い
た
。

・
「
出
勤
・
退
社
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る
の
か
」

「
宿
舎
や
食
事
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
、
勤
務
実

態
や
生
活
環
境
等
の
質
問
が
あ
り
、
関
心
を
抱
い
て
も

ら
っ
た
と
感
じ
た
。

・
「
も
の
が
出
来
て
い
く
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
」
と
の

保
護
者
の
発
言
も
あ
り
、
建
設
業
界
へ
の
進
路
を
考
え

る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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新
規

取
り

組
み

等
に

関
す

る
事

務
所

相
談

窓
口

（
R

1
.7

現
在

）

組
織

名
担

当
事

務
所

役
職

氏
名

連
絡

先
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

備
考

富
山

大
学

富
山

県
立

大
学

高
岡

工
芸

高
校

富
山

工
業

高
校

伏
木

富
山

港
湾

事
務

所
先

任
建

設
管

理
官

今
井

　
　

 茂
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所
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3
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-
m

8
4
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.jp

富
山

県

富
山

県
教

育
委

員
会

（
参

考
）
活

用
フ

ロ
ー

富
山

河
川

国
道

事
務

所
工

事
品

質
管

理
官

谷
口

　
和

哉
0
7
6
-
4
4
3
-
4
7
0
1

ta
n
ig

u
c
h
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4
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富
山

河
川

国
道

事
務

所
工

事
品

質
管

理
官

谷
口

　
和

哉
0
7
6
-
4
4
3
-
4
7
0
1

ta
n
ig

u
c
h
i-

k8
4
y2

@
m

lit
.g

o
.jp

学 校 ・ 行 政 機 関

相 談 窓 口 事 務 所

①
新

た
な

取
り

組
み

等
の

会
員

機
関

・
団

体

実
施

へ
の

相
談

等

②
学

校
側

か
ら

の
要

望
を

踏
ま

え
、

必
要

に

応
じ

て
各

機
関

・
団

体
へ

協
力

を
要

請

③
各

機
関

・
団

体
と

の
調

整
④

相
互

調
整

※
本

相
談

窓
口

は
、

担
い

手
確

保
に

関
す

る
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

に
各

校
と

各
機

関
・
団

体
の

間
で

築
か

れ
て

い
る

既
存

の
調

整
体

制
に

変
え

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。

今
ま

で
関

係
を

持
っ

て
い

な
い

機
関

・
団

体
の

協
力

が
必

要
な

場
合

や
、

複
数

の
機

関
の

協
力

が
必

要
な

取
り

組
み

な
ど

、
今

後
新

た
に

実
施

を
検

討
さ

れ
る

場
合

の
窓

口
と

し
て

設
置

。

会
員

機
関

・
団

体

日
本

建
設

業
連

合
会

建
設

業
協

会

測
量

設
計

業
協

会

地
質

調
査

業
協

会

建
設

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ツ
協

会

日
本

道
路

建
設

業
協

会

富
山

県

富
山

県
教

育
委

員
会

富
山

県
労

働
局

北
陸

地
方

整
備

局
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